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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
 Cosmos Newsletter on EMC & Safety 2024-10-01 No. 168 

 

IEC: 規格解説: CISPR 11 第 7.0 版 2024-02 工業、科学、医療機器 – 限度値

と測定方法(1/3) 
 CISPR 11 第 7.0 版 工業、科学、医療機器(ISM 機器) – 無線周波数妨害特性 – 限度値と測定方法

が、2024-02 付けで発行された。本第 7 版は、2015 年に発行された第 6 版、修正 1: 2016、及び

修正 2: 2019 をキャンセルして置き換える。この版は技術的な改訂版である。この版には、以前

の版に対する次の重要な技術的変更が含まれている: 

a) グループ 1 機器の 1 GHz を超える周波数範囲での放射妨害に対する限度値を導入。 

b) 有線ネットワーク ポートでの伝導妨害に対する限度値を導入。 

c) 無線送/受信機能を組み込んだ機器に対する要件を導入。 

d) さまざまなタイプのロボットの定義を導入。e) ロボットの測定セットアップや動作モード

など、ロボットを測定する際の特定の条件を規定。 

 

UNECE: 車両規制の調和に関する世界フォーラム第 193 回報告書が発行

(3/3) 
C. 1998 年協定の執行委員会 (AC.3) 

XIX.  新たな UN GTR の開発と既存の UN GTR の修正に関する進捗状況 

 H.  自動運転システムに関する国連 GTR 草案の提案  

AC.3 は、ECE/TRANS/WP.29/AC.3/62 (前回のセッションで採択された 

ECE/TRANS/WP.29/2024/38 に基づく) を承認した。ADS(Automated Driving Systems) に関する 

IWG の共同議長であるカナダ代表は、グループの活動に関する現状報告を行った。 

XX. 意見およびデータの交換を継続または開始すべき項目 

 B.  車両に取り残された子供  

オーストラリア代表は、グループの委任事項 (ToR) に従い、担当 IWG は活動を 2 つのフェーズ

に分けて計画していることを明らかにした。 

 C.  ペダル エラーに対する加速制御 (ACPE) 

日本代表は、ACPE (ペダル エラーに対する加速制御)に関する IWG が、ACPE に関する国連規

制 01 シリーズの改正の開発に関する活動を継続していると報告した。 

 

USA: FCC: KDB: 機器認可プログラム: Kaspersky Lab 社製品は不認可“対

象”機器である 
 米国 FCC により採択された「通信サプライチェーンに対する国家安全保障上の脅威に対する機

器認可プログラムを通じての保護に関する FCC 22-84」に関して、KDB が発行された. 

 これは、米国の安全保障または米国国民の安全に対して許容できないリスクをもたらす一部の

機器(“対象”機器) リストに、この度、ロシア系の会社 Kaspersky Lab 社が、追加されたことに

よるものである。 

 

総務省: 「433 MHz 帯タイヤ空気圧モニタ及びリモートキーレスエントリに

係る技術的条件」 
 報告（案）が取りまとめられ、それに対する意見を募集。 

 

国土交通省: UNECE 対応: 自動車のヘッドライトのオートレベリングの装備

を拡大 
 UNECE  国連自動車基準調和世界フォーラム（WP.29）第 192 回会合において、「運転操作支

援 機能に係る協定規則（第 171 号）」が新たに採択されたほか、「灯火器の取付けに係る協定

規則（第 48 号）」等の改訂が採択されたことを踏まえた改正。 
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IEC: 規格解説: CISPR 11 第 7.0版 2024-02 工業、科

学、医療機器 – 限度値と測定方法(1/3) 
 

 

 

 

 

Summary 

CISPR 11 第 7.0 版 工業、科学、医療機器(ISM 機器) – 無線周波数妨害特性 – 限度値と測定方法が、

2024-02 付けで発行された。 

本第 7 版は、2015 年に発行された第 6 版、修正 1: 2016、及び修正 2: 2019 をキャンセルして置き換

える。この版は技術的な改訂版である。この版には、以前の版に対する次の重要な技術的変更が含

まれている: 

a) 共通エミッション規格で規定されている要件に従って、グループ 1 機器の 1 GHz を超える周波

数範囲での放射妨害に対する限度値を導入。 

b) 共通エミッション規格で規定されている要件に従って、有線ネットワーク ポートでの伝導妨

害に対する限度値を導入。 

c) 無線送/受信機能を組み込んだ機器に対する要件を導入。 

d) さまざまなタイプのロボットの定義を導入。 

e) ロボットの測定セットアップや動作モードなど、ロボットを測定する際の特定の条件を規定。 

 

本第 7 版には、第 6 版の Amd. 1、Amd. 2 による変更は既存のものとして含まれておりますが、本解

説記事では今回の新規変更点としては、扱っておりません。 

第 6 版の Amd. 1、Amd. 2 による変更のそのそれぞれの内容は、過去の規格解説記事を参照くだ

さい。第 6 版の Amd. 1 は既刊の本誌 No. 89(2017/8) 、及び第 6 版の Amd. 2 は、既刊の本誌 No. 

108(2019/5)と No. 109(2019/6)です。 

 

各見出し直後のイタリック体のテキストは規格本体のものでなく、筆者による解釈テキストです。 

本解説記事は、本第 7 版に加えられた新規規定、並びに従来からの規定で変更がないものも骨格部分について述べ、

本規格の最新概要をお伝えします。 

 

序文 

本第 7 版は、2015 年に発行された第 6 版、修正 1: 2016、及び修正 2: 2019 をキャンセルして置

き換える。この版は技術的な改訂版である。この版には、以前の版に対する次の重要な技術的

変更が含まれている: 

a) 共通エミッション規格で規定されている要件に従って、グループ 1 機器の 1 GHz を超える

周波数範囲での放射妨害(radiated disturbances)に対する限度値を導入。 

b) 共通エミッション規格で規定されている要件に従って、有線ネットワーク ポートでの伝導

妨害に対する限度値を導入。 

c) 無線送/受信機能を組み込んだ機器に対する要件を導入。 

d) さまざまなタイプのロボットの定義を導入。 

e) ロボットの測定セットアップや動作モードなど、ロボットを測定する際の特定の条件を規

定。 

 

はじめに 

本 CISPR 出版物には、以下二件の要件が規定されている: 

① 工業、科学、医療の電気アプリケーション(industrial, scientific, and medical electrical 

applications)で使用することを目的とした機器からの RF 妨害の制御に関する共通要件、

並びに 
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社長の独り言 
 
 
 
 
 
 

2024 年 9 月 23 日 
濱口 慶一 

 
異常気象の影響でしょうか？台風 14 号は、一度大陸に上陸してから急カーブで日本に向きを変え

てきました。こんなコースは今まで見たことがありません。温帯低気圧になったものの、それによっ

て秋雨前線が刺激され、地震からの復興もまだ完了していない能登半島地域で大雨による災害発生で

す。もう神様は存在するのかと言いたくなります。 
 
これだけの被害が出ると、もう一度専門家による日本国土の自然災害に対するリスク分析と、そ

のリスクレベルに応じた対策が必要ですし、政府の対応が求められると強く感じます。また、震災後

の多くの民事裁判の反省として、自然災害のリスク分析と対策を含む報告書は政府側に都合の良い内

容とならないように留意すべきであること、そして、報告書を作成する専門家を選ぶ権利を国民に与

え、倫理的行動を取れる人で専門家グループを構成すべきとの話があったように思います。私は長岡

科技大で、東日本大震災の教訓として政府は“国民のより安心・安全への配慮”が大切と教えられま

した。そして万が一、自分、社員、そして地域の人々の生命と財産に危害が生じるような現場に遭遇

した時に、いの一番に倫理的行動をとれる人になるのが私達システム安全技術者の務めであると理解

しています。長岡科技大で直接こうしなさいというような指導はありませんでしたが、教授が示して

くれた資料や、先人の同じような問題に対する姿勢と結末の紹介などをもう一度思い出すと、私の理

解に大きな間違いはないと思っています。 
 
先日、長岡科技大の同窓会が長岡で開催され、新潟の銘酒を楽しんで夜遅くにホテルに戻り、そ

のままウトウトと寝てしまいました。深夜に目が覚めた時に TV で“シリーズ ビィクトール・フラ

ンクルのそれでも人生には意味がある”の第 5 回を観ました。彼は、ナチス・ドイツの強制収容所を

生き延びた精神科医です。ユダヤ人であったことから仕事を奪われ、家族を殺されたそうですが、な

ぜ“それでも人生に意味がある”と言うことができたのかに迫っていくシリーズでした。私も自分の

人生で自分はなぜ生かされているのかと問うことが多かったですが、彼の残した書籍や言葉を深く噛

み締めると回答が出て来るような気がしています。残りの人生で“国民のより安心・安全に配慮した

製品安全工学をシステム化していく”のが自分の仕事のように思うのです。 
 
私にとっては嬉しい報告がありました。iNARTE（国際的な技術者の資格）にチャレンジすると

決意したお客様企業の女性社員の方に、受験にあたっての指導をしてきましたが、見事技術者として

合格してくれました。また、社内でも合格者がありましたが、諸々の事情で一旦はその社員への教育

を断ったのですが、彼が“私は誰にも負けない意志があります”と答えたので、私のセミナーを継続

して受けさせたところ、彼も合格することができました。 
 
製品安全の考え方などを中心に、どんどんセミナーなどを開催していきますので、お引き立てを

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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本誌の記事が正確であるよう最大の努力を払っておりますが、間違いが含まれていることがあるかもし
れません。本情報をご使用になられる場合はご自身でもう一度ご確認ください。 

 

株式会社コスモス・コーポレイションは、下記 Web site の運営体からそれぞれ個別の条件の下、Web 情
報の引用、転載につき許可を頂いております。翻訳転載された記事の著作権は原著作権者に属します。 

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。本誌の複製、再配布は電子的なものを含み禁じます。 

 

国際機関 IEC: International Electro technical Commission  国際電気標準会議 

米州 A2LA: American Association for Laboratory Accreditation 米国試験所認定協会 

 ANSI: American National Standards Institute  米国規格協会 
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 IEEE: Institute of Electric and Electronics Engineers 米国電気電子学会 

 CSA: Canadian Standards Association カナダ規格協会 

欧州 CENELEC: European Committee for Electro technical Standardization 欧州電気技術標準化委員会 
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 NZ: New Zealand Government Radio Spectrum Management ニュージーランド政府 RSM  
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 VCCI: Voluntary Control Council for Interference 一般財団法人 VCCI 協会 
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above listed organizations with the individual condition. Further use, modification, redistribution of the information on 

the Cosmos Newsletter on EMC & Safety is strictly prohibited. 

  

コスモス ニュースレター EMC & 安全 (Cosmos Newsletter on EMC & Safety) 2024-10-01 (No. 168) 

発行所： 株式会社 コスモス・コーポレイション 本社・松阪事業所 

 住所: 〒515-1104 三重県松阪市桂瀬町 718 番地 1 

 ホームページ: https://www.safetyweb.co.jp/ 

発行人： 濱口慶一 

編集人： 倉品光雄 iNARTE 認定 Certified EMC Engineer (EMC-002315-NE) 

© 2024 株式会社コスモス・コーポレイション Cosmos Corporation  

本誌の複製、再配布は電子的なものを含み禁じます。 

• ニュースレターの内容 

本誌は、EMC、安全、及び省エネ (EMC, Safety and Energy Conservation ) 分野に係り、世界の主要機関
/地域により実施されかつ電気電子製品デバイスに適合が求められている規格/法規制について、その
関連情報を、お届けいたします。 

重要情報を幅広く調査、収集、かつ、要約して掲載し、当該分野の最新情報、潮流をすばやく捉える
ことができるようにいたします。情報源を明示しますので、貴殿の関心により、更に深い調査が可能
です。 

本誌は各国への技術法規適合製品を試験 認証 開発 管理される部門の方にとり必読の内容です。 

 - 対象機関/地域: IEC 等国際機関、並びに、FCC, UL を含む米国、EU 及び UK, CENELEC, CEN を含む
欧州、その他オセアニア、及び日本を含むアジアの各地域 

- 情報源: カバー対象の機関、地域の Web site、或は情報サービス。又、ご協力のご同意を頂いた日本
国内及び米国・欧州・中国・韓国・台湾などの当該分野権威者から提供された情報。 

• 本誌購読のお申し込み方法 

コスモス・コーポレイション CS 部（カスタマーサービス部）まで Yamashita-jun@cosmos-corp.com 

  Tel 0598-30-5225 Fax 0598-30-5571 

- 発行：年間 11 回発行。各号 A4 版、40 ページ前後。 

- 価格：各号 2,000 円 (年間購読の場合 1 年 11,000 円)(消費税込) 

• 本誌の内容案内、ご購読案内は、https://www.safetyweb.co.jp/services/other/publication/ 


